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https://ablab.space/

一般社団法人
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宇宙ビジネスコミュニティ

Aerospace Business LABoratory



宇宙天気を聞いたことがありますか？

ABLab内アンケート（2019年12月 回答 65人）
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生活への影響宇宙インフラ
衛星への影響

太陽フレア CME
磁気嵐・オーロラ嵐

地磁気誘導電流（GIC）

電力インフラ
電力網への影響

放射線・電磁波

通信インフラ
通信への影響

社会インフラへ
の影響

宇宙天気

宇宙天気の社会影響



影響がよくわからない
↓

対処ができない

研究 社会

宇宙天気の“死の谷”問題

専門的で難しすぎる
↓

情報が伝わらない

谷１ 谷２



現象を
深く理解する
「研究者」

現象の
影響を受ける
現場を知る
「事業者」

現象を
わかりやすく
伝える

宇宙天気の“死の谷”問題

「気象キャスター」



「宇宙天気予報士制度」 「宇宙天気検定」の
創設に関する提言

宇宙天気予
報士「免許」

宇宙天気検定
１級

宇宙天気検定２級

宇宙天気検定３級

宇宙天気
予報士

宇宙天気
キャスター

筆記試験

実習・実技

運営主体は、新たに設立する一般社団法人等を想定。
学会等との連携協力によって、問題作成に寄与して頂くこと、
実習・実技についてはNICT予報室の使用を検討。

アウトリーチ
活動



気象予報士試験の目的

具体的には、気象予報士として、以下を認定することを目的と
します。

１．今後の技術革新に対処しうるように必要な気象学の基礎的
知識

２．各種データを適切に処理し、科学的な予測を行う知識およ
び能力

３．予測情報を提供するに不可欠な防災上の配慮を適確に行
うための知識および能力

サイエンスコミュニケーターとしての役割



気象予報士の制度・活動から学ぶ

・サイエンスコミュニケーターとしての役割

・防災活動と教育の組み合わせ（宇宙天気現象は約11年周期）

NPO法人気象キャスターネットワーク・気象防災アドバイザー

・マスメディアとの連携（気象情報の拡張、予報精度の理解）

・観光業との連携（オーロラ、宇宙旅行）

「宇宙天気予報士制度」 「宇宙天気検定」の創設

防災
ビジ
ネス

教育


